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洪水時の最大流入量 洪水時の平均流入量 排砂量 最大s 平均s
(m3/s) (m3/s) (103m3) (mg/ e ) (mg/ e ) 
2001排砂 333 277 590 90，000 15，000 
2001通砂 491 273 29，000 6，700 
2002排砂 362 215 60 22，000 4，500 
2003排砂 777 217 90 69，000 7，100 
2004排砂 356 229 280 42，000 10，000 
2004通砂 1，152 281 16，000 7，300 
2005排砂 958 290 510 47，000 17，000 
2005通砂 1 835 275 90，000 16，000 
2005通砂2 790 250 40，000 7，300 
2006排砂 308 246 240 27，000 6，500 
2006通砂 1 378 203 12，000 2，500 
2006通砂2 685 264 27，000 5，200 
2006通砂3 529 196 7，400 1，800 
2007排砂 418 245 120 25，000 3，500 
全データの平均 598 247 270 38，800 7，900 
排砂の平均 502 246 270 46，000 9，100 
通砂の平均 694 249 31，600 6，700 
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粒径範囲 ① ② 
70mm< 37 93 
2・70mm 54 165 
0.2・2mm 123 279 
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図-5 1980年(出し平ダム完成前)を基準とした各区間の平均河床高の経年変化
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1000 
図-6 1980年(出し平ダム完成前)を基準とした各区間の代表粒径の経年変化































2，600mgle (sピーク値 37，000mgle) に対して63mgll
と低濃度が維持されたことと 本川の水温11.20Cに対し
て14.50Cと比較的暖かい水温で、あったことなどがその理
由と考えられており，今後の参考になるデータとなって
いる。
4. おわりに
黒部川の連携排砂・通砂においてこれまでに得られた
知見をまとめると以下のとおりである。
-黒部川では，排砂に適する季節(6-8月)を考慮した
上で，一定規模以上の自然出水(排砂:250-300m3/s 
以上，通砂 :480m3/s以上)が生起した場合を排砂実
施条件と設定し，大きな環境影響をもたらすことなく
いずれも年 1回程度有効に実施されている。
・排砂量と自然流下中の使用水量から求められる出し平
ダムの排砂効率は0.01-0.03程度であり，排砂実施前
の低水位運用による土砂の引き込み操作は排砂効率を
高めるために有効である。
・排砂時に発生する出し平ダムの放流sは，全14回の
平均で， sピーク40，000mgll，SS平均値8，000mgll
である。 SSピークは貯水位低下速度と， SS平均値は
排砂量と排砂中の平均流量と相闘が高く， SSの管理
上，貯水位低下速度の制御は重要である。
・現在，出し平ダムはほぼ堆砂平衡状態にあり，年間約
百万m3の土砂通過を実現している。宇奈月ダムは堆砂
進行状態にあり，粒径2mm以上の多くはダムで捕捉さ
れているものの，粒径 2mm以下の細粒土砂を中心に
70%程度の土砂を通過させている 0
・下流河道では，洪水前後の砂州移動やみお筋変化も活
発に行われており 排砂によりダムからの土砂供給が
維持されていることが貢献しているものと考えられ
る。特に，排砂操作による主に砂成分の供給を受けて
一部区間は河床低下から上昇に変化するとともに，全
区間において，ダム建設後の河床構成材料の粗粒化傾
向が緩和されてきている。
・排砂操作は，貯水池の堆積土砂の表層部分を置換して
有機物及び富栄養化指標を減少させ，常に新鮮な土砂
のみが堆積する環境に維持する効果がある。
・排砂後の河道砂州上への細粒土砂の堆積および長期残
留を防止するための「すすぎ放流(排砂後の措置)Jは，
シルトなどの細粒土砂が多く排出される「排砂」操作
後には効果が顕著であり 影響軽減措置として有効で
ある。
・本川の濁度が上昇する排砂時には アユをはじめとす
る多くの魚種が魚類の退避用施設「やすらぎ水路」に
退避していることが確認され，影響軽減措置として有
効であり，良好な水量と水質を維持するための水源確
保が重要である。
